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つ
な
い
で
い
き
た
い
思
い
や
願
い
②

～
熊
退
教
協
の
基
本
姿
勢
・
理
念
～

　

熊
本
県
退
職
教
職
員
等
連
絡
協
議
会（
熊
退
教
協
）

は
、
二
〇
二
四
年
に
結
成
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

結
成
か
ら
半
世
紀
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、

明
日
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

一
九
六
七
年
、
退
職
女
性
教
師
達
は
退
職
後
の
生

活
を
守
る
た
め
退
婦
協
（
現　

全
国
退
職
女
性
教
職

員
の
会
）
を
結
成
。
こ
の
運
動
に
刺
激
さ
れ
、
全
国

で
は
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
退
職
教
職
員
協
議
会
結
成

の
動
き
が
始
ま
り
、
一
九
七
四
年
二
月
熊
退
教
協
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　『
熊
退
教
協
は
、
地
区
別
の
退
教
協
組
織
の
確
立
、

会
員
の
加
入
促
進
、
年
金
・
医
療
等
を
中
心
と
し
た

退
職
者
の
福
祉
充
実
、
会
員
の
親
睦
等
を
運
動
の
中

心
に
据
え
て
今
日
ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
平
和
で
豊
か
な
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ら
に
学
び
合
い
、
助
け

合
い
励
ま
し
合
っ
て
、
生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
、

生
き
て
き
て
良
か
っ
た
、
と
言
え
る
世
の
中
に
す
る

た
め
に
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
戦
争
を
体
験
し
た
私
た
ち
は
、
教
え
子
を

再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
と
決
意
し
、
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
憲
法
九
条
は
私
た
ち
の
信
念
で
あ
り
、
世
界

へ
拡
げ
る
べ
き
理
想
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
子
ど
も
や
孫
や
後
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

人
た
ち
の
た
め
に
、
平
和
で
、
緑
豊
か
な
日
本
と
地

球
を
護
る
た
め
に
、
さ
ら
に
生
き
生
き
と
胸
を
張
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。』

〔
熊
退
教
協
結
成
二
十
周
年
記
念
誌
よ
り
〕

　

こ
れ
は
草
創
期
に
二
十
年
近
く
会
長
を
務
め
ら
れ

た
上
野
一
孝
さ
ん
が
二
十
周
年
記
念
誌
に
寄
稿
さ
れ

た
も
の
で
す
。
熊
退
教
協
の
基
本
姿
勢
・
理
念
が
要

約
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

熊
退
教
協
は
各
地
区
退
教
協
の
連
絡
協
議
会
で

す
。
結
成
当
時
か
ら
、
各
地
区
で
会
員
間
の
親
睦
・

交
流
等
独
自
性
の
あ
る
活
動
を
主
体
的
に
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

結
成
当
初
は
六
十
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
が
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
二
千
人
を
超
え
る
組
織
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
成
か
ら
半
世
紀
。
退
教
協
も
新
た
な
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。
熊
教
組
の
組
織
の
現
状
、
退
職
後
の

再
雇
用
等
々
で
会
員
の
減
少
が
続
き
、
組
織
上
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
退
職
後
の
〝
人
と
の

絆
を
深
め
る
場
〟
と
し
て
の
退
教
協
の
存
在
を
、
退

職
さ
れ
た
方
々
に
認
識
し
て
も
ら
う
活
動
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

我
が
国
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
進
む
べ
き
方
向
を

大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
安
倍
元
首
相
の
路
線
を

踏
襲
す
る
岸
田
政
権
は
国
会
を
軽
視
し
、
閣
議
決
定

で
重
要
事
項
を
推
進
し
、
戦
争
の
で
き
る
国
へ
と
舵

を
切
り
ま
し
た
。

　

国
会
の
状
況
も
「
改
憲
」
勢
力
に
三
分
の
二
の
議

席
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平
和
憲
法
も
危
機
的

状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
人
権
・
平
和
・
環
境
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
に
と
日
退
教
と
共
に
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
か
な
わ
ぬ
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
退
教
協
は
五
十
周
年
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
平

和
憲
法
を
護
り
、
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
て
活
動

水俣芦北退教（秋の親睦旅行）

一
九
七
三
年

　
　
九
月
　
日
本
退
職
教
職
員
協
議
会
が
結
成

一
九
七
四
年

　
　
二
月
　�

熊
本
県
退
職
教
職
員
等
連
絡
協
議
会
が

結
成

一
九
七
九
年

　
　
二
月
　
日
退
教
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
成
総
会

　
　
九
月
　�

熊
退
教
協
と
熊
退
婦
協
と
の
組
織
の
一

本
化
が
な
さ
れ
る

一
九
八
四
年

　
　
八
月
　�

第
十
一
回
定
期
大
会
に
て
〝
非
核
熊
本

県
宣
言
〟
運
動
の
推
進

一
九
八
五
年

　
　
八
月
　�

老
人
保
健
法
・
年
金
・
医
療
に
対
す
る

ハ
ガ
キ
運
動
展
開

一
九
八
六
年

　
十
二
月�

　
熊
退
教
協
ニ
ュ
ー
ス
第
一
号
を
発
行

一
九
八
八
年

　
　
五
月
　�

全
地
区
で
年
金
や
税
金
に
つ
い
て
の
学

熊
退
教
協 

50
年
間
の
経
過 

（抄）

習
会
を
開
く

一
九
九
三
年

　
　
三
月
　�

熊
退
教
協
第
一
回
友
好
の
会
を
催
す

　
　
七
月
　�

熊
退
教
協
結
成
二
十
周
年
記
念
誌
を
作

成

一
九
九
五
年

　
　
一
月
　
阪
神
淡
路
大
震
災
へ
の
カ
ン
パ
支
援

　
　
六
月
　�

熊
退
連
（
熊
本
県
退
職
者
連
合
）
が
結

成
、
熊
退
教
協
も
加
盟

　
　
十
月
　�

新
教
育
会
館
建
設
が
始
ま
り
、
退
教
協

と
し
て
建
設
資
金
カ
ン
パ
活
動
を
行
う

〔
熊
本
市
九
品
寺
に
て
九
六
年
八
月
竣
工
〕

一
九
九
六
年

　
　
三
月
　�

友
好
の
会
天
草
大
会
に
て
「
介
護
シ
ス

テ
ム
と
介
護
保
険
」
に
つ
い
て
研
修

一
九
九
七
年

　
　
三
月
　
教
科
書
問
題
で
県
議
会
へ
陳
情

一
九
九
九
年

　
　
八
月
　�〝
日
の
丸
・
君
が
代
〟
法
制
化
に
反
対

す
る
県
民
集
会
参
加

二
〇
〇
一
年

　
　
十
月
　�

自
衛
隊
海
外
派
遣
に
反
対
す
る
県
民
集

会
参
加

二
〇
〇
三
年

　
　
五
月
　�

教
育
基
本
法
改
悪
に
反
対
す
る
県
民
集

会
参
加

　
十
二
月
　�

熊
退
教
協
結
成
三
十
周
年
記
念
誌
を
作

成

二
〇
〇
四
年

　
　
一
月
　�

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
一
千
万
人
署
名

活
動

二
〇
〇
五
年

　
　
十
月
　�

医
療
保
険
制
度
の
充
実
を
求
め
る
署
名

活
動

二
〇
〇
八
年

　
　
三
月
　�「
高
齢
者
医
療
・
保
険
・
介
護
・
病
床

の
再
編
成
で
ど
う
変
わ
る
暮
ら
し
」
に

つ
い
て
学
習

二
〇
〇
九
年

　
　
四
月
　�

子
ど
も
救
援
カ
ン
パ
活
動

二
〇
一
一
年

　
　
三
月
　�

東
日
本
大
震
災
支
援
カ
ン
パ
活
動

二
〇
一
二
年

　
　
六
月
　�
第
三
九
回
定
期
大
会
で
「
原
発
再
稼
働

中
止
を
求
め
る
決
議
」

二
〇
一
四
年

　
　
六
月
　�

辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
を
求
め
る
取

り
組
み

二
〇
一
五
年

　
　
四
月
　�

岩
田
と
も
子
県
教
組
委
員
長
、
熊
本
県

議
に
初
当
選

二
〇
一
六
年

　
　
四
月
　�

熊
本
大
震
災
へ
の
救
援
活
動

二
〇
一
七
年

　
　
六
月
　�

特
定
秘
密
保
護
法
・
共
謀
罪
・
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
取
り
組
み

二
〇
一
八
年

　
　
七
月
　�

憲
法
改
悪
阻
止
に
向
け
て
の
三
千
万
人

署
名
活
動

二
〇
二
〇
年

　
　
二
月
　�

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
県
友
好
の
会

を
中
止

　
　
七
月
　�

熊
本
大
水
害
へ
の
救
援
活
動

二
〇
二
二
年

　
　
三
月
　�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求

め
、
ロ
シ
ア
大
使
館
へ
抗
議
文
送
付

二
〇
二
三
年

　
　
二
月
　�

四
年
ぶ
り
に
県
友
好
の
会
（
第
28
回
）

を
開
催

＊ 

現
存
す
る『
定
期
大
会
議
案
書
・
熊
退
教
協
ニ
ュ
ー
ス
・

二
十
周
年
記
念
誌
・
三
十
周
年
記
念
誌
・
日
退
教
記

念
誌
・
県
教
組
記
念
誌
』
等
を
参
照

阿蘇退教（旧草部南部小にて）

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

熊
退
教
協
は
先
達
が
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
財
産

を
基
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
と
人
と
の
絆
を
大
切

に
し
、〝
居
て
良
か
っ
た
〟
と
安
堵
で
き
る
場
を
め

ざ
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

人吉・球磨退教（総会）


